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始　末　書

　このたびは私の不適切な言動により職場の皆さんに不快な思いをさせてしまい、申し訳ありませんでした。
　初めて管理職になった重圧と責任感から部下に過大なノルマを課し、かつ威圧的な言動で彼らに精神的・肉体的な苦痛を与えてしまいました。本当に申し訳ございません。異論を唱えたり断ることができない弱い立場の相手に対する配慮が全くできていなかったと反省しています。
　昨日、人事部立会いのもとで部内の皆さんに対し、今後は二度と繰り返さないことを誓約し心から謝罪いたしました。職場の皆さんには多大なご迷惑をおかけしましたこと、また同時に会社の名誉も傷つけてしまい、ご心配、ご迷惑をおかけしましたこと、心からお詫び申し上げます。 
[bookmark: _GoBack]
　今後はこのようなことが無いよう常に相手の立場になって考え、働きやすい職場づくりに努めたいと存じます。また、定期的に人事部のハラスメント研修を受講し、この教訓を忘れることが無いよう努力して参ります。
　二度と同じ不始末を犯さぬよう反省の証しとして本書を提出致します。本当に申し訳ございませんでした。
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